
“ポリファーマシー”をご存じですか？
医 療 費 の こ と

医療費の増大、残薬にもつながる

　ポリファーマシーとは、「ポリ」は複数、「ファーマシー」は調剤という意味を組み合わせた造語で、単に服用す
る薬が多いことではなく、複数の薬を服用することで副作用を起こしたり、薬ののみ忘れやのみ間違いなどの可能
性につながる状態のことです。ご自身の健康と医療費節減のために、気になるときは医師や薬剤師に相談しましょう。

　多くの薬が処方されることで薬剤費が増えて医療費の増大につながり、患者負担も増加することになります。
　また、薬が多くてのみ忘れて薬が残る、残薬の問題にもつながります。

●薬物有害事象の頻度 ●年齢階級別の薬の種類数（院外処方）
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高齢者では、
6種類以上で
有害事象が
起こりやすく
なります
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（東大病院老年病科に入院した65歳以上の高齢者2,412人の解析）
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処方薬剤数

※中央社会保険医療協議会総会（第311回）資料より作成
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（種類）

※「令和５年社会医療診療行為別統計の概況」（厚生労働省）より作成
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　薬物有害事象には、ふらつきや転倒、記憶障害、せん妄、抑うつ、食欲低下、便秘、尿失禁など、さまざまあります。
薬が追加されたり、変わったりした後は、とくに注意しましょう。

※薬物有害事象…薬との因果関係がはっきりしないものを含め、患者に
生じた好ましくない、あるいは意図しない兆候、症状、または病気。

ポリファーマシーの問題点は？
多くの薬を服用することで、副作用や薬物有害事象※が発生1
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　独自の助成制度を設けている自治体では、健康保険が適用される医療費や薬代が無料または低額で済むところも
あります。しかし、本来支払うべき自己負担分を自治体が補助してくれたとしても、残りは被保険者や事業主が納
める保険料を使って健保組合が支払っています。
　無料または低額だからといって気軽に病院にかかれば、医療費が増加して健保財政を圧迫し、みなさんの保険料
の負担増につながってしまいます。病院の窓口で費用を負担しなかったとしても、こどもの医療費は決して無料で
はないということを忘れないでください。

こどもの医療費の仕組み

　病院にかかった場合、医療費の自己負担割合は、就学前
は2割、就学後は3割で、残りの8割または７割を健保組
合等が負担しています。しかし、こどもの医療費において
は、自治体によっては独自の制度を設け、自己負担分を税
金を使って補助している場合もあります。

タダ

●安易な受診が増えれば、健康保険料の負担増へ

小児科医や看護師が適切な対処法や受診先などをアドバイスしてくれます。全国対応、相談無料。

■小児救急電話相談 ＃8000  利用時間：午後7時～翌朝8時など、自治体により異なる

こどもの医療費って
じゃなかったの?!

健保組合等が
補助
※健保組合等は
医療費の7～8割
を常に負担。

自治体が補助
※居住地の自治体に
よって、補助内容
は異なる。

自己負担分
0歳～就学前2割

（就学後は3割）

0歳～就学前8割
（就学後は7割）

夜間や休日に具合が悪くなったとき、病院に連れていくべきか迷ったら、

こども
の

医療
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